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第４期稲沢市障害者計画・第７期稲沢市障害福祉計画・第３期稲沢市障害児福祉計画（案） 

パブリックコメント結果について 

 

１ 募集期間   令和５年９月２１日（木）から令和５年１０月２０日（金）まで 

２ 意見提出者数 ４件（内訳 ホームページ２件、電子メール１件、持参１件） 

３ 意見件数   ２１件（同様な意見は１件として計上） 

４ 提出された意見の要旨と意見に対する市の考え方 

  ※提出された意見は、趣旨を損なわないように要約・補足等をしております。 

※複数の同様なご意見はまとめさせていただいております。 

※今回の計画案に関するもの以外のご意見・ご要望は掲載しておりません。 

 

№ 頁 意見の要旨 意見に対する市の考え方 

1 12 第２章のアンケート調査の概要について 

・アンケートの回収率がもっと上がるよう

な工夫があると良いのではないか。また、

家族や支援者がいないとアンケートに回

答することが難しい方への配慮も考えて

ほしい。 

今回のアンケートではインターネット

を通じたＷｅｂ回答を可能としたことも

あり、前回計画策定時のアンケートと比

較すると回収率を向上させることができ

ました。一人で回答が難しい方に対して

は、問合せ対応の充実を図るなど、今後

の課題として取り組んでまいります。 

2 22 第２章のアンケート調査結果「障害のある

人に対する差別や偏見の改善」について 

・偏見や優生思想によって障害者施設内で

大量殺人が起きたニュースは記憶に残っ

ている。精神科病院で患者を虐待していた

というニュースもある。行政として何か関

わることはできないか。 

令和５年に「精神保健及び精神障害者

福祉に関する法律」が改正され、精神疾

患のある方に対する権利擁護への関心は

より一層高まっています。 

本市では、権利擁護に関する研修会や

講演会などの開催、相談対応事例の検

討・分析を行うことを通じて、精神科病

院や障害者支援施設の従業者に対して、

権利意識の向上を図っていきます。 

（関連 p.33） 

3 24 第２章の団体ヒアリング調査の結果につ

いて 

・「視覚障害や聴覚障害の人への配慮や情

報提供が不足している」というのは、当事

者である自分も感じている。声の広報のよ

うな音声で情報を得られるような仕組み

があると良い。 

令和４年に「障害者による情報の取得

及び利用並びに意思疎通に係る施策の推

進に関する法律」が施行され、情報アク

セシビリティに関する取組を行うことが

地方公共団体の責務となりました。 

声の広報をはじめとして、障害の種類

や程度に関わらず情報が円滑に取得でき

るような取組を進めていきます。 

（関連 p.35） 
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№ 頁 意見の要旨 意見に対する市の考え方 

4 24 第２章の団体ヒアリング調査の結果につ

いて 

・「どこに相談したら良いのかわからない」

との意見があるが、稲沢市には基幹相談支

援センターがあるので、福祉サービス等の

冊子でこのことを周知してはどうか。ま

た、利用したい福祉サービス事業所が市内

のどのあたりにあるのかがわかるようサ

ービスマップなどがあると良い。 

稲沢市では、市内５か所の相談窓口を

委託により設置し、障害福祉に関する一

般的な相談を受け付けております。基幹

相談支援センターを含め、相談窓口につ

いて一層の周知を図っていきます。 

また、障害福祉サービスの利用を希望

する方が事業所を探しやすいよう案内資

料等の作成に努めてまいります。 

（関連 p.47） 

5 35 第４章の１の（３）情報提供・コミュニケ

ーション支援の充実について 

・中途の視覚障害者にとって、コミュニケ

ーションツールとして点字を活用する（覚

える）というのは、なかなかの忍耐が必要。

点字に代わるコミュニケーションツール

の情報があれば広く周知してもらいたい。 

視覚障害の方向けの点字に代わるコミ

ュニケーションツールに関して調査・研

究するとともに、音声コード等の既存の

ツールの活用に努めてまいります。 

6 39 第４章の２の（１）障害のある子どもの保

育・教育の推進について 

・切れ目ない支援体制づくりに関して、乳

幼児健診で指摘を受けた子どもや、にこに

こ教室に通っていた子どものその後のフ

ォローを継続的に実施してほしい。 

乳幼児健診を受けた子どもに対して

は、地区担当保健師等により、その世帯

の状況に合わせた支援をしてまいりま

す。また、親子支援教室「にこにこ」に

通っていた子どもに対しては、その後に

通うことができる親子交流広場「なかよ

し」や、臨床心理士、作業療法士、言語

聴覚士による面談など、継続的にフォロ

ーを行うとともに、個別相談も継続し、

療育や医療についての情報提供など、親

子にとって必要な支援につながるよう努

めております。 

引き続き、必要に応じて関係機関と連

携し、切れ目ない支援体制を充実させて

まいります。 
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№ 頁 意見の要旨 意見に対する市の考え方 

7 39 第４章の２の（１）障害のある子どもの保

育・教育の推進について 

・インクルーシブ保育・教育の推進に関し

て、稲沢市すべての保育所（園）・幼稚園で

加配の実施や肢体不自由の子どもの受け

入れを可能にできないか。幼少期から共に

過ごすことで子どもたちや保護者、地域の

方々の理解が得られるのではないか。小学

校に入学すると、幼児期に支援の必要な子

と接する機会の無かった方々の理解の差

を強く感じる。 

幼少期から障害の有無に関わらずすべ

ての子どもが一緒に過ごすことで共に育

ち合うことができると考えており、公立

保育園では令和５年度から未歩行児や医

療的ケア児の受入れを一部始めておりま

す。今後はさらに民間も含めたすべての

保育園・認定こども園で、支援が必要な

児童の受入れを行うことができるよう支

援体制整備に努めてまいります。 

8 39 第４章の２の（１）障害のある子どもの保

育・教育の推進について 

・児童発達支援センターの整備と連携強化

に関して、発達外来の初診までの待機期間

が非常に長いため、児童発達支援センター

で作業療法訓練や言語療法訓練、ペアレン

トトレーニングなどができるようになっ

てほしい。また、早期療育が非常に重要で

あることから、異なる年齢の保護者の交流

会や子の成長に関する講習（作業・言語等）

を開催してほしい。親子通園施設の内容面

についても、他の自治体の視察や専門家・

加配経験保育士・療育経験者の声を集め、

新施設建設を待つことなく早急に改善に

取り組んでほしい。利便性が高く良質な環

境整備に努めてほしい。 

 

 

 

 

 

 

児童発達支援センターにおける相談支

援その他の取組や環境整備につきまして

は、他の自治体の状況や専門家の意見を

踏まえ、実施・改善を検討してまいりま

す。 
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9 39 第４章の２の（１）障害のある子どもの保

育・教育の推進について 

・特別支援教育の充実に関して、家族にと

っては特に中学校卒業後の進路が不安で

ある。職員・学校による情報提供量の差が

生じないように、支援を必要としている小

中学生の保護者を対象に、夏休み以外にも

年に数回、定期的に相談できる窓口を学校

教育課で設け、どのような選択肢があるの

かなど情報提供をお願いしたい。 

これまでも学校教育課では随時相談に

応じてきました。夏と冬に教育相談会を

開催しており、市内小中学校の教員に相

談員をお願いしています。 

保護者の皆さんのご不安については、

理解できます。進路先についてはお子様

の実態に応じて、検討する必要がありま

すので、やはり各学校での相談活動の充

実が一番重要だと考えています。 

現在、各学校に特別支援教育コーディ

ネーターが配置されています。学校間で

情報に差が出ないよう配慮するととも

に、担任だけでなく、それぞれの学校の

コーディネーターにも相談できるよう保

護者の皆さんへの周知と各学校への啓発

に努めてまいります。 

10 41 第４章の２の（２）雇用・就労支援の充実

について 

・就労支援機関との連携に関して、福祉サ

ービス「あらかると」がホームページで閲

覧出来てありがたいが、送迎エリアの可否

や工賃等の詳細も知りたい。市役所福祉課

の窓口などで、新設の事業所情報や市内事

業所の詳細を閲覧できるようになってほ

しい。 

障害福祉サービス事業所の情報につい

ては、稲沢市地域自立支援協議会で冊子

「あらかると」を作成し、まとめており

ます。サービスの利用を希望する方が事

業所を探しやすいよう内容の充実を図る

とともに、皆様に手に取っていただける

よう努めてまいります。 

（関連 p.47） 

11 41 第４章の２の（２）雇用・就労支援の充実

について 

・工賃向上を通じた経済的自立の支援に関

連して、市が購入する物品や役務について

福祉施設からの優先調達に努めることと

なっているが、近年の実績件数はどのよう

な状況か。 

令和４年度は、物品が１件、役務が４

件、金額としては 647,350円の実績があ

りました。 

なお、前年度実績及び次年度目標は広

報及びホームページにも掲載し、優先調

達の推進に努めております。 
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№ 頁 意見の要旨 意見に対する市の考え方 

12 41 第４章の２の（２）雇用・就労支援の充実

について 

・工賃向上を通じた経済的自立の支援に関

連して、「福祉まつり」は障害福祉に関心の

ある方の参加が見込まれ、多くの方々に情

報を知ってもらえる機会である。生産品や

飲食メニューの掲載など、事業所紹介コー

ナーを設けると関心を持っていただける

と思う。 

「福祉まつり」は、多数の方が来場さ

れるため、周知の良い機会になると考え

ています。希望する福祉サービス事業所

は、ブースを設けて自事業所のＰＲを行

っています。 

そのほか、稲沢市地域自立支援協議会

でも、各事業所の生産品などをまとめ、

ホームページで公開するなどしておりま

す。引き続き、事業所と協力してＰＲに

努めてまいります。 

13 41 第４章の２の（２）雇用・就労支援の充実

について 

・障害に関する理解促進のための研修や見

学会などの実施に関して、オンラインによ

る見学会と共に、動画配信なども併せて検

討していただきたい。 

 

 

 

 

障害者雇用について学ぶことができる

見学会は好評をいただいております。動

画配信を含め、様々な方法による実施を

検討し、引き続きより多くの方に御活用

いただけるよう努めてまいります。 

14 41 第４章の２の（２）雇用・就労支援の充実

について 

・障害者雇用促進キャンペーンの実施に関

して、法定雇用率の未達成企業を訪問する

ことは大変意義がある。年間何社程度を訪

問する計画か。 

ハローワークと連携して実施をしてお

ります。令和５年度はハローワーク一宮

管内と津島管内の企業３社を訪問しまし

た。今後については、毎年３社程度を訪

問する予定です。 

また、ハローワークによる事業所への

指導等も別途行われております。 
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№ 頁 意見の要旨 意見に対する市の考え方 

15 41 第４章の２の（２）雇用・就労支援の充実

について 

・障害者特別雇用奨励金制度の周知に関し

て、近年、稲沢市障害者特別雇用奨励金制

度の利用が低調である。どのような方法で

周知強化を図るのか。また、令和５年度上

期における利用実績は。 

令和５年３月議会の中で周知方法につ

いて質問があり、ホームページの掲載内

容の改善を図っております。その際に、

「もにす認定制度」等のその他の制度に

ついても一覧にまとめ、ご覧いただける

ようにしました。なお、令和５年度上半

期の利用実績は１件です。 

また、稲沢市地域自立支援協議会にお

いても、関係団体と協力するなどして、

各事業所に対する制度周知に取り組んで

まいります。 

16 43 第４章の２の（３）スポーツ・文化芸術活

動の促進について 

・知的、精神、身体すべての障害がある方々

が参加できる内容のカルチャースクール

を複数設けてほしい。そのような場で地域

の方々との交流や同じ悩みを持つ家族の

交流ができるとありがたい。 

文化芸術活動は、生活の質の向上に繋

がるだけなく、地域での交流や相互理解

の推進の機会になると考えております。 

既存のボランティア団体や趣味のサー

クルなどに障害の有無に関わらず参加で

きるよう、市民活動支援センターと連携

して取り組んでまいります。 

17 47 第４章の３の（２）生活支援の充実につい

て 

・支援体制やサービスの充実の他、知的欲

求（「○○たい」という欲求・思い）に対す

る計画が盛り込まれると良い。 

スポーツ・文化芸術活動の推進は重要

であると考えております。スポーツに親

しめる環境づくりや文化芸術活動の拡充

などに取り組むこととしており、関連す

る事項を計画に掲載しております。 

（関連 p.43） 

18 47 第４章の３の（２）生活支援の充実につい

て 

・地域柄なのか、移動手段に苦慮すること

がある。障害を持った方々の移動手段に対

してもっと利便性を高めて欲しい。 

障害のある方の外出支援としては、現

在、タクシー料金助成利用券の発行や稲

沢おでかけタクシー事業があります。引

き続き、より効果的な施策の研究、実施

に努めてまいります。 
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№ 頁 意見の要旨 意見に対する市の考え方 

19 49 第４章の３の（３）相談支援の充実につい

て 

・身近な相談窓口の拡充に関して、開所予

定の児童発達支援センターを、児童に限定

せず「〇〇〇」と愛称を設けて障害などの

支援が必要な方の総合窓口となってほし

い。そこから関係機関や地域の相談担当に

繋いでもらえるとわかりやすい。現在の体

制は児も者もどこに問い合わせたらいい

のか悩むことが多い。 

児童発達支援センターについては、療

育に関する中核機関として、障害のある

子どもへの療育やその家族支援、専門的

な知識・技術に基づいた相談支援に努め

てまいります。愛称を設けることについ

ては検討してまいります。 

そのほか、稲沢市にある相談窓口に

は、子どもに関する相談ができる「子育

て相談室なのはな」、障害福祉に関する

一般的な相談ができる相談支援事業所、

専門性が高いケースや対応困難ケースに

対応する基幹相談支援センターなどがあ

ります。どの窓口に問い合わせても、相

談される方のニーズに合った相談窓口に

繋がるような体制づくりを行っておりま

すので、その周知に努めてまいります。 

20 60 第５章の２の（５）障害児支援の提供体制

の整備等について 

・ペアレントメンターの人数が、目標０人、

実績０人でありコメントもない。掲載は必

要なのか。 

国の指針により掲載が必要な項目です

ので、実績として掲載しております。実

績に関しては、コメントを追加いたしま

す。 

21 85 第５章の４の（２）地域生活支援事業の②

任意事業について 

・事業の実施状況について、有無ではなく

数値で示して欲しい。 

事業実績及び見込み量については、数

値で記載できる部分は可能な限り数値で

記載するよう修正いたします。 

 


